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学びの広場

成田為三作曲のジャズに酔いしれる成田為三作曲のジャズに酔いしれる

　▲成田為三作曲のジャズ曲が披露された演奏会

　ピアノ奏者の早川泰子さんをメインに、ベースの
山下弘治さん、ギターの佐藤郁夫さんのトリオによ
るジャズコンサートが、３月７日に浜辺の歌音楽館
で開催されました。
　定期演奏会初のジャズ演奏とあって、110人の方
が来場し、音楽館ならではの「砂かぶり席」で迫力
ある生演奏を楽しみました。
　スタンダードなナンバーのほか、成田為三作曲の
ジャズ曲「まぼろしの泉」、「乙女心」、早川さんによ
りジャズ風に編曲された「浜辺の歌」が演奏され、

来場者は３人の織り成すジャズの世界と奥深い成田
為三の魅力に酔いしれていました。～浜辺の歌音楽館第89回定期演奏会～

　サケ放流事業「カムバック縄文サーモン」が、４
月18日に伊勢堂岱遺跡下を流れる湯車川で行われ、
サケの稚魚３万匹を放流しました。
　この事業は、サケの放流をとおして湯車川をサケ
が遡上する川として、遺跡の世界遺産登録推進に重
要な周辺環境の保全を目的に行われており、昨年秋
には、体長70センチほどのサケの遡上が多数確認
され、放流の成果が現れています。
　現在、工事が行われているため安全を考慮し、市
や鷹巣漁協、遺跡ワーキンググループが中心となっ 　▲湯車川に放流されるサケの稚魚３万匹

て放流を行い、４～５年後の里帰りに期待を込め、
新たな稚魚を見送りました。

放課後も元気いっぱい笑顔ひろがる放課後も元気いっぱい笑顔ひろがる
～「合川小児童クラブ」スタート～

サケの稚魚３万匹放流サケの稚魚３万匹放流
～カムバック縄文サーモン～

　合川地区小学校の統合に伴い建設されていた「合
川小児童クラブ」が、４月１日にスタートしました。
　児童クラブは、放課後や学校休業中に共働きなど
で保護者が不在となる家庭に代わって、子どもたち
に安全な生活の場と遊びの場を提供し、児童の健全
な育成を図るため、開設されています。
　「合川小児童クラブ」は、３クラス編成で141人
の児童が登録し、敷地内に整備された遊び場や健康
広場では、外でのびのび遊ぶことができるほか、隣
接する合川公民館図書室で本を借りたり、合川体育 　▲新設された児童クラブで元気に遊ぶ児童たち

館でスポーツを楽しむこともでき、指導員の見守る
中で、自由遊びを中心に過ごしています。
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